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本研究は，公共交通利用者の 10 年程度長期の行動特性を把握することを目的とする．特に本稿では，

ある利用者の移動の継続性に関して，IC カードデータの集計によるトリップ強度指標を提案し，その指標

の特徴について基本的な事項を考察することを目的とする．分析の結果，各利用者のトリップ強度指標の

分布の傾向を把握でき，特に，65 歳以上の利用者が持つナイスエイジや身障者のカードにおいては，長期

的で高頻度に公共交通を利用していることを示すことができた．また，IC カードのサービスが開始された

2009 年から利用している利用者のトリップ強度指標の各年の変化を分析し，トリップ強度指標が低くなる

までの期間がカード種別で異なることを示した．これにより，公共交通利用促進のための利用者の利用継

続特性を把握することができる可能性を示した．  
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1. はじめに 

 

わが国では，交通行動の実態を把握するためにパーソ

ントリップ調査が実施されている．また，国勢調査の調

査項目にも移動に関するものが含まれており，前者は高

知県で過去3回，後者は直近では2020年に実施された．

しかしいずれも調査回数が限定的で，ある 1日の行動を

調査対象としており，曜日や時間に対する変動は把握で

きない．また，それらの調査データは，ある特定の人物

の継続的なデータではないため，長期的な視点による行

動特性の変化や変動が見られない．これらの課題に対し

て ICカードデータによる解決を森田ら 1)や嶋本ら 2)は試

みている．また，近年では，より長期間記録された IC

カードデータを用いた公共交通の利用や利用者の行動変

化の把握を試みている 3),4)．しかしながら，公共交通利

用者の利用の継続性を長期間で確認しようとする試みは

限定的である．また，IC カードが導入されてからどの

程度の利用者が継続してそれを活用しながら公共交通に

より移動しているのかを把握している事例も少ないのが

現状である．そこで本研究では，約 10年間の ICカード

データを分析し，公共交通利用者の 10 年程度長期の行

動特性を把握することを目的とする．特に本稿では，あ

る利用者の移動の継続性に関して，IC カードデータの

集計によるトリップ強度指標を提案し，その指標の特徴

について基本的な事項を考察することを目的とする． 

 

 

2. トリップ強度指標 

 

本稿では，IC カードデータを用いて公共交通利用者

のトリップ強度指標を提案する．トリップ強度指標では，

ある公共交通利用者が最初に IC カードを用いて公共交

通を利用した日から，最後に IC カードを用いて公共交

通を利用した日までの期間とその利用者の利用頻度の席

によって計算する．具体的には，以下の式(1)に示す通

りである． 

 

𝑀௜ ൌ  
1
𝐼௜
∙ 𝑇𝑖                                         ሺ1ሻ 

 

ここで，Mi は，ある IC カード利用者 i のトリップ強

度である．Iiは，ある ICカード利用者 iの利用間隔の平

均値を示している．この値が大きければ大きいほど低頻

度利用者であると考え，Tiとの積を取る際には逆数で計

算することとする． Tiは，ある ICカード利用者 iが最初

に IC カードで公共交通を利用した日から最後に利用し

た日までの日数である．したがってMiは，ある利用者 i

が IC カードにより公共交通を利用した期間でどの程度
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の頻度でトリップをしたかを示す指標である． Mi が 0

に近い場合は短い期間での利用あるいは低頻度の利用を

示し，値が大きい場合は長い期間に利用してかつ高頻度

に公共交通を利用していることを意味している．ただし，

その利用者の移動パターンを考慮したものではないため，

当指標とそれらの関係性をより詳細に考察する必要があ

る． 

 

 

3. 使用するICカードデータ 

 

本研究では，高知都市圏にて記録された IC カード

「ですか」のデータを用いる．IC カード「ですか」は，

2009 年 1 月 25 日よりサービスが開始されていて，現在

では，高知市都市圏のみならず県内各地の公共交通機関

での使用が可能となっている．また，IC カード「です

か」には，表-1に示す通り 5種類のカードが発行されて

いる． 

本稿にて使用する IC カードデータは，とさでん交通

株式会社の路線バスならびに路面電車と県北部交通にて

蓄積されたデータを用いる．使用する IC カードの期間

は，上述した 2009年 1月 25日から 2019年 12月 31日ま

での約 11年間のデータを用いる．この 11年間で新たに

発行されたカード ID の推移を図-1 に示す．本稿で対象

とするカード IDの合計は 153,419IDである．また，その

内の約 3割を占める 47,316IDは，ICカードサービスが導

入された 2009年に発行された IDである．その後，徐々

に発行数が減少されているものの 1 年間で約 1 万 ID の

発行が続いている状況である． 

 

 

4. トリップ強度指標を用いた利用継続性に関す

る分析 

 

(1) トリップ強度指標の基本特性の把握 

ここでは，2 章で定義したトリップ強度指標の分布を

示す．図-2には，ICカードデータが蓄積された全期間を

対象としたトリップ強度指標 Mi に関するヒストグラム

をカード種別ごとに示している．図-2上段より，相対的

にトリップ強度の値が低い利用者がどのカード種別も多

い状況を示している．しかしながら，図-2 下段(相対度

数の低い部分の抜粋)を確認すると，一部の利用者でト

リップ強度指標が高い利用者がいることが確認できた．

これらのカード種別を確認すると，多くが定期券も兼ね

ている大人記名，ナイスエイジ，身障者であることが分

かった．ここで，カード種別ごとにトリップ強度指標の

基本統計量を表-2 に示す．表-2 より，図-2 で述べた通

り，トリップ強度の平均値について，大人記名，ナイス

エイジ，身障者が比較的高い数値で計算されたことを把

握できる．特に身障者やナイスエイジの数値が高いこと

 

 
図-2 全期間を対象としたトリップ強度指標Miの分布 

 

表-2 トリップ強度指標Miの基本統計量 

 

 

 

表-1 ICカードですかの券種とその特徴 

券種 特徴 

大人記名 記名，期限なし 

大人無記名 無記名，期限なし 

小児 記名，12歳 4月 1日まで 

身障 記名，発行より 1年 

ナイスエイジ 記名，65歳以上，期限なし 

 

 

 
図-1 各年における新規カード ID発行数の推移 

Group N Total Mean Variance
⼤⼈記名 16,063 15,459,207.9 962.4 53,732,235.3
⼤⼈無記名 18,429 4,619,338.4 250.7 531,339.6
ナイスエイジ 8,204 6,970,483.1 849.6 48,778,683.9
⼩児 1,851 608,693.4 328.8 211,712.5
⾝障者 1,774 2,633,756.1 1,484.6 77,932,327.4
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から，移動手段の選択肢が限られる利用者は利用の継続

性とその頻度が高いことに留意する必要があることに留

意する必要があると考えられる．なお，カード種別を要

因とした一元配置分散分析によりカード種別間でトリッ

プ強度指標に 5%の有意確率で有意な差があることが認

められた．  

 ここで，トリップ強度指標と移動特性の関係について

特性の把握を試みる．具体的には，起点をある利用者の

ある日の最初のトリップで乗車したバス停・電停の緯度

経度の平均地点とし，終点をある利用者のある日の全て

のトリップで降車したバス停・電停の緯度経度の平均地

点とし，起点と終点の緯度経度からニュベニの公式によ

りに計算された距離とトリップ強度指標の相関関係を確

認するものである．その結果を図-3に示す．図-3より，

多くの利用者のトリップ強度指標が低いため，両指標の

明確な関係は把握しづらいものの，どのカード種別にお

いても比較的短距離トリップの利用者がトリップ強度指

標がやや高い傾向にあることを把握できた． 

 

(2) 2009 年からの利用者に着目したトリップ強度指標

の特性把握 

 前節では，提案するトリップ強度指標を，10 年間で

出現した全 ID を対象として計算し，その分布特性を把

握した．ただし，前節での分析は，IC カードデータの

保存期間に出現した ID を対象に分析を進めたため，利

用可能期間の短い利用者も含まれている．したがって，

利用者の行動特性の変化を確認するためには，IC カー

ドのサービスが開始された 2009 年等の初期から利用し

ている利用者に着目する必要がある．そこで本節では，

2009 年に初めて出現したカード ID に着目し，トリップ

強度指標も各年ごとに算出し，どの程度の期間で利用が

変化，特に減少していくのかを把握する． 

 図-4 には，2009 年から 2019 年のカード種別別平均ト

リップ強度指標の推移を示しており，図-5 には，その

2009 年比とした指数の推移を示している．どの推移も

2010年まではトリップ強度が増加しつつも，その後は減

少が見られる．特に，大人無記名については，2009年の

利用当初から他のカードに比べて低い値を示しているこ

とが分かる．一方で，どのカードも 2019 年ごろにはト

リップ強度が減少し，カード種別間で差が小さくなって

いることが分かる．また，前節で相対的にトリップ強度

が高くなったナイスエイジと身障者は，2014年までに約

4 割の強度になっていることが分かる．また，同様に相

対的にトリップ強度が高い傾向にあった大人記名につい

ては，ナイスエイジや身障者に比べて減少のスピードが

若干早いことが分かった．一方で，2015年以降は，その

減少の傾きについて，利用期間が限定される小児以外の

カードは大きな差異が見られないことを把握することが

できた．以上により，カード種別ごとに利用者の公共交

通利用継続性の特徴が異なることを明らかにした．今後

は，カード種別ごとに，より各利用者のトリップの特性

(時空間トリップパターン，移動距離，移動場所の土地

利用等)やサービスレベルを踏まえた解析を進め，どの 

 
 

 

図-3 各利用者のトリップ強度指標と平均移動距離の関係 

 

 

図-4 2009年から 2019年のカード種別別平均トリップ強度

指標の推移 

 

 

図-4 2009年から 2019年のカード種別別平均トリップ強度

指標の推移(2009年比) 
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ような利用者が公共交通の利用を止めていくのかを体系

的に把握する手法を構築してする必要がある． 

 

 

5. おわりに 

 

 本稿では，IC カードデータを用いて，各利用者の利

用継続性を分析するための指標として利用頻度と利用期

間を考慮したトリップ強度指標を提案し，実際に高知都

市圏で約 10年間蓄積された ICカード「ですか」データ

を用いてその指標の傾向から，公共交通者の継続性を把

握することを試みた． 

 分析の結果，提案したトリップ強度指標の傾向はカー

ド種別で異なり，特に，身障者やナイスエイジのような

地方都市において公共交通を日常から必要としている利

用者の値が高くなることを把握した．また，トリップ強

度指標をカード種別ごとに各年で平均値を算出してその

推移の特徴を把握した．その結果，利用開始から 5年程

度まではカード種別ごとにトリップ強度の特性が異なる

ものの，その後のトリップ強度減少の傾きに大きな違い

が無いことを把握できた．したがって，公共交通利用者

に対して利用頻度を高めたり，利用期間を長くするため

の施策を検討する際には，利用者のトリップ強度をはじ

めとする利用継続性を考慮する必要があることを示唆で

きた． 

 今後は，これらの情報を公共交通のマーケティングや

交通計画の基本的な知見として整理するため，どのよう

な交通行動特性を持つ利用者がより長期的に公共交通を

利用しているのか，また，より短期的な利用にとどまっ

ているのか等を公共交通利用者の時空間のトリップパタ

ーンや移動している地域特性やその土地利用情報等と組

み合わせて体系的に把握していく方法を検討する必要が

ある． 
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